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COHJU contemporary art
〒604-0981 京都市中京区丸太町通寺町西入毘沙門町557 江寿ビル1F

【 作 家 】

【展覧会名】

【 会 期 】

【 時 間 】

【 定 休 日 】

【 場 所 】

【問い合わせ】

【イベント】

COHJU contemporary artでは、2020年10月3日（土）から11月7日（土）まで、2017年の開催以降二度目となる、関西を
拠点に活動している若手作家・高木智子の個展を開催いたします。

　高木智子は2015年京都市立芸術大学大学院美術研究科修士課程修了。以来、主に日本国内や台湾などを中心に
数々の展示に参加してきました。高木は日常生活の中で出会った違和感のあるモノや光景を写真で撮り貯め、ビビッ
ドで多彩な色彩感覚と独特な質感を持つメディウムでキャンバスに描き起こします。様々な色の対比の連続と大胆
な筆致によりモチーフ自体のちぐはぐさを強烈に増幅させつつも、対象物の選択の妙によりどこか温かみのある画
風が特徴的です。

　前回の個展では、別府や台湾など出先で見つけた変なモノをメインのモチーフとしていましたが、「繰り返し帰路」
と題された本展は、その名の通り高木自身が通い慣れた家路の中で出会ったオブジェクトを描き起こしています。今
までは繰り返し何枚も描き続けることで、違和感との距離を縮めてきた高木でしたが、今回は家路のなかで対象物を
繰り返し「見つめる」ことでどのようにキャンバスに描き起こすかが自然とわかるようになったと、高木は語ります。

　本展は、基本的なスタイルはそのまま踏襲しつつも新たな視点で構築されたモチーフの作品を中心に、新作十数
点で構成されます。また、会期中には作品解説と合わせて高木が最近家路で見かけた「変なモノ」をのんびりと語る
トークライブ配信も予定しております（詳細は決定後、弊社WEBサイト及び公式SNSにてお知らせいたします）。この
機会にぜひご高覧ください。
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髙木智子　Tomoko Takagi

1989 千葉県生まれ、滋賀県在住　

2013 京都市立芸術大学 美術学部 美術科 油画専攻　卒業

2015 京都市立芸術大学大学院 美術研究科 絵画専攻  油画 修士課程　修了

【 Solo Exhibition 】

2019 どこそこのなになに   ギャラリー恵風、京都

2017 無関係をなぞる    COHJU contemporary art、京都

2016 髙木智子個展    ギャラリー恵風、京都

2015 髙木智子個展    アルトテックギャラリー堀川団地、京都

【Awards 】

2015 「新鋭選抜展 琳派400年記念」読売新聞社賞
2014 「京展2014」市長賞・京都市美術館賞

2013 「京都市立芸術大学2012年度作品展」市長賞

2012 「群馬県青年ビエンナーレ2012」入選

【 Artist Statement 】

　何度も繰り返すが、同じでない。らせんのような、柔らかな層のような帰り道を何度も通ってきた。昨日はなかったような気がし
たが、ブロック塀にゴルファーのフィギュアが差してあった。良く見ると沢山クモの巣がはっているので、きっと昨日もその前もあっ
たのだろう。

　見え方が変わることについてずっと考えている。目に入る/映るので（コンタクトを入れて1.0）、考えてしまう。発色する色、その分
布。見つめたものの大きさが不確かになること。目はいつも動いていること。目の前に確かめ切れない程の状況が写っていること。

　これらの個別の関係という小さな部分を集める。均一に混ぜて一塊にしてしまうのでなく、別々にとっておこうと心がけている。
ぶつぶつと途切れた一つ一つ。隙間が空いていて、一つ一つの塊がそのまま置いてある。「ない」こともそのまま置いてある。

　混ざらない個々の関係であり、硬くなった絵の具の塊である。

髙木智子
花屋の軽バン
2020
キャンバスに油彩
60.8×41cm

髙木智子
BOY
2020
キャンバスに油彩、ラッカー
150×87cm 


